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第
３
は
高
度
な
安
全
を
目
指
す

民
間
行
動
だ
。
規
制
法
が
最
低
基

準
で
あ
る
と
い
う
意
識
に
欠
け
、

民
間
が
法
の
要
求
を
超
え
た
高
い

安
全
性
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
。

　

第
４
は
機
能
解
析
や
確
率
論
の

重
視
で
あ
る
。物
の
健
全
性
か
ら
、

安
全
と
い
う
性
能
が
確
保
さ
れ
る

規
制
へ
と
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

第
５
は
安
全
確
保
に
国
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
分

野
に
分
か
れ
さ
ら
に
重
層
管
理
さ

れ
た
規
制
を
、
一
元
化
す
べ
き
で

あ
る
。

　

第
６
に
防
災
で
あ
る
。
複
合
災

害
に
対
応
で
き
る
有
効
な
防
災
対

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

福
島
第
１
事
故
を
発
生
さ
せ
た

わ
が
国
は
、
世
界
の
模
範
と
な
る

法
や
制
度
の
改
革
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。

　

初
め
に
日
本
国
民
の
皆
様
に
尊

敬
の
念
を
表
し
た
い
。
勇
気
と
尊

と
き
の
賠
償
制
度
を
定
め
た
「
原

子
力
損
害
賠
償
法
」
が
あ
る
。

　

今
回
、
環
境
省
の
下
に
原
子
力

安
全
庁
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
原
子
力
安

全
委
員
会
を
廃
止
し
て
、
規
制
機

能
は
す
べ
て
原
子
力
安
全
庁
（
仮

称
）
に
一
元
化
す
る
体
制
と
な
っ

た
。

　

私
は
原
子
力
損
害
賠
償
の
指
針

策
定
を
担
当
し
た
が
、
過
去
に
例

を
見
な
い
事
態
で
あ
る
。
被
害
者

の
方
は
多
く
、
多
様
な
損
害
が
発

生
し
て
い
る
。
今
回
の
損
害
賠
償

で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
精
神
的
な

損
害
に
つ
い
て
賠
償
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
損

害
賠
償
の
実
務
で
、
こ
の
よ
う
に

広
範
に
精
神
的
損
害
を
賠
償
対
象

と
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

る
。
さ
ら
に
福
島
県
の
農
産
物
が

売
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
損
害
賠
償
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
自
主
的
に
避
難
さ
れ
た
方
に

も
損
害
賠
償
を
行
っ
た
。今
後
は
、

長
期
間
戻
れ
な
い
方
に
対
し
て
い

か
に
賠
償
し
て
い
く
か
が
深
刻
な

課
題
と
な
る
。

　

原
発
の
安
全
リ
ス
ク
や
長
期
化

す
る
損
害
の
回
復
と
賠
償
に
い
か

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
な
ど
に

つ
い
て
、
今
後
と
も
法
律
学
の
専

門
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　

今
日
、
原
子
力
平
和
利
用
を
推

進
す
る
前
提
条
件
と
し
て「
３
Ｓ
」

（
核
不
拡
散
、
原
子
力
安
全
、
原

子
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
）
が
広
く

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
原

子
力
安
全
は
本
来
、
各
国
の
専
権

事
項
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
１
９
８
６
年
に
発
生

し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
は
、

そ
の
負
の
影
響
は
各
国
領
域
内
に

と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
国
際
社
会

に
強
く
印
象
づ
け
、
国
際
的
な
枠

組
み
を
議
論
す
る
契
機
と
な
っ

た
。

　

ま
ず
、
事
故
の
数
カ
月
後
、
原

子
力
事
故
早
期
通
報
条
約
と
原
子

力
事
故
援
助
条
約
の
２
つ
の
条
約

が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
冷
戦

　

福
島
原
発
事
故
で
精
査
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
想
定
外

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
事
故

は
本
当
に
想
定
外
で
あ
っ
た
の

か
、
残
余
リ
ス
ク
へ
の
対
処
は
な

ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
こ
れ
ら

の
面
か
ら
の
検
証
を
厳
し
く
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

福
島
原
発
事
故
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
世
界
が
初
め

て
オ
ン
タ
イ
ム
で
原
子
力
災
害
を

目
撃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
原
発

事
故
は
世
界
の
人
々
に
心
理
的
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
原

子
力
の
安
全
性
に
加
え
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
環
境
へ
の
影
響
を
意
識

さ
せ
た
。

　

他
方
、
原
発
事
故
が
起
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
国
が
引

き
続
き
原
子
力
導
入
の
意
欲
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
趨
勢
が
続
く
な

ら
ば
、
原
子
力
安
全
の
強
化
の
た

め
に
、
国
際
協
力
が
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

原
子
力
安
全
の
基
準
を
、
今
後

ど
の
よ
う
な
枠
組
み
と
内
容
で
強

化
し
て
い
く
の
か
。
原
子
力
安
全

は
主
権
国
家
の
管
轄
で
あ
る
と
し

て
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
い
う
国
際
機
関

に
規
制
の
権
限
を
一
部
委
譲
し
て

い
く
こ
と
は
、
各
国
が
難
色
を
示

し
て
い
る
。

　

最
近
、
日
中
韓
の
間
で
原
子
力

安
全
協
力
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
合
意

さ
れ
た
。
今
後
、
透
明
性
や
安
全

性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
地
域
協
力
を
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
各
国
の
特
殊
性
を
考

慮
し
た
よ
う
な
国
別
の
規
制
で
十

分
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
現
実
に
そ
ぐ

わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

際
政
治
的
な
問
題
に
つ
い
て
の
考

察
も
重
要
で
あ
る
。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

原
発
事
故
へ
の
対
応
と
原
子
力
安

全
と
い
う
世
界
と
人
類
に
と
っ
て

極
め
て
重
大
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

日
本
と
欧
州
の
視
点
か
ら
考
察
す

る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
議
論
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
重
く
受
け
止

め
る
と
と
も
に
、
光
栄
な
こ
と
と

理
解
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
安
全

と
い
わ
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
所

に
事
故
が
起
こ
り
、
災
害
規
模
の

大
き
さ
と
そ
の
計
り
知
れ
な
い
危

険
性
に
、
皆
が
恐
れ
お
の
の
い
て

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
原
発
の
原
子
炉

１
４
３
基
す
べ
て
の
ス
ト
レ
ス
テ

ス
ト
の
実
施
を
発
表
し
た
。

　

原
発
を
保
有
す
る
国
々
の
間
で

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
か
つ
知

識
を
共
有
し
、
よ
り
良
い
安
全
基

準
を
構
築
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
だ
。
今
回
の
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
が
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
間
で
有

益
か
つ
大
き
な
知
を
生
み
出
す
と

確
信
し
て
い
る
。　

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
一
方
、
原
子
力
の
持
っ
て
い

る
社
会
的
・
経
済
的
な
機
能
や
国

厳
を
持
ち
、
世
界
中
を
感
心
さ
せ

た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
降
、

特
別
な
法
的
制
度
を
原
子
力
の
安

全
性
に
も
た
ら
す
べ
き
か
と
い
う

議
論
が
行
わ
れ
た
。
原
子
力
の
安

全
性
を
規
制
す
る
こ
と
は
強
要
す

べ
き
で
は
な
い
し
、
権
限
を
移
譲

す
べ
き
で
も
な
く
、
各
国
政
府
の

管
轄
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
を
受
け
て
世
界

の
原
子
力
産
業
は
大
き
な
動
揺
を

受
け
た
。
５
月
に
欧
州
で
原
子
炉

の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
が
始
ま
っ

た
。
様
々
な
国
際
会
議
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
テ
ー
マ
に
原
子
力
の
安

全
性
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

原
子
力
安
全
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

善
の
た
め
に
様
々
な
提
言
や
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
次
第
に
国
際

的
な
対
応
が
必
要
だ
と
い
う
認
識

が
高
ま
っ
て
は
い
る
が
、
現
状
で

は
各
国
政
府
が
掌
握
し
て
い
る
権

限
を
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
に
移
管
す
る
こ
と
に
関
し
て

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
。

　

各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
原
子
力
施
設

の
安
全
性
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ

て
い
る
が
、
あ
る
程
度
国
際
社
会

の
監
視
を
受
け
入
れ
る
べ
き
な
の

か
、
原
子
力
安
全
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
各
国
が
可
視
化
で
き
る

よ
う
に
す
べ
き
か
な
ど
、
透
明
性

と
国
際
的
な
説
明
責
任
が
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

福
島
第
１
事
故
に
つ
い
て
、
法

や
制
度
の
６
つ
の
課
題
に
つ
い
て

申
し
上
げ
た
い
。

　

第
１
の
課
題
は
過
酷
事
故
対
策

で
あ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
、
民
間
の
自
主
的
措
置
で

あ
っ
た
点
で
あ
る
。
原
子
炉
等
規

制
法
を
改
正
し
、
過
酷
事
故
を
法

規
制
の
対
象
と
し
て
防
止
す
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　

第
２
は
欧
米
で
は
整
備
さ
れ
て

い
る
安
全
目
標
が
決
定
さ
れ
て
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
原
子
力
が

ど
の
程
度
安
全
で
あ
れ
ば
十
分
安

全
と
い
え
る
か
と
い
う
安
全
目
標

を
、
法
や
そ
れ
に
準
ず
る
形
で
制

定
す
べ
き
で
あ
る
。　
　

　

現
行
の
原
子
力
の
法
制
度
と
し

て
は
、「
原
子
力
基
本
法
」
と
い

う
基
本
法
律
が
あ
り
、
原
子
炉
の

稼
働
に
つ
い
て
規
制
す
る
「
原
子

炉
等
規
制
法
」、
事
故
が
起
き
た

　

福
島
原
発
事
故
以
降
、
原
子
力

の
安
全
性
が
国
際
的
に
も
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
福
島
原
発

事
故
は
原
子
力
の
安
全
性
の
み
な

ら
ず
、
産
業
施
設
の
設
置
に
関
す

る
脆
弱
性
に
も
注
目
を
集
め
る
こ

と
と
な
り
、
世
界
が
産
業
施
設
の

安
全
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
見

直
す
契
機
と
な
っ
た
。
欧
州
で
は

　

東
日
本
大
震
災
は
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
機
能

を
破
壊
し
、
わ
が
国
で
初
め
て
放

射
能
物
質
を
大
量
に
放
出
す
る
事

故
を
引
き
起
こ
し
た
。そ
の
結
果
、

多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
破
壊
し
、
ふ
る
さ
と

を
奪
い
、
長
期
に
わ
た
る
避
難
生

活
を
強
い
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
事
故
は
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
に
対
し
て
も
、
放
射
能
汚

染
に
対
す
る
恐
怖
、
原
子
力
に
対

す
る
不
信
・
不
安
を
募
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
政
府
と
し
て
、
国

民
の
生
活
や
環
境
の
破
壊
を
含
む

被
害
拡
大
を
防
げ
な
か
っ
た
こ
と

を
真
摯
に
反
省
し
て
い
る
。

　

国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
原

子
力
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

事
故
の
再
発
防
止
を
最
重
要
の
使

命
と
す
る
原
子
力
安
全
規
制
体
系

を
再
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
閣
議
決
定
で
２
０
１
２

年
４
月
に「
原
子
力
安
全
庁
」（
仮

称
）
を
環
境
省
の
外
局
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

原
子
力
事
故
再
発
防
止
顧
問
会

議
で
、
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
独
立
性
確
保
の
た
め

の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

が
な
さ
れ
た
。
政
府
と
し
て
提
言

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
原
子
力
安

全
庁
を
立
ち
上
げ
て
い
く
方
針

だ
。
今
回
の
事
故
の
反
省
を
深
く

心
に
刻
み
、
国
民
の
不
安
、
国
際

社
会
か
ら
の
指
摘
を
正
面
か
ら
受

け
止
め
、
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
27
カ
国
の
う
ち
14
の
加
盟

国
で
現
在
、
１
４
３
の
原
子
力
発

電
所
が
稼
働
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
全

体
で
は
28
％
が
原
子
力
発
電
に
依

存
し
て
い
る
。
原
子
力
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
加
え
る
か

は
、
加
盟
国
次
第
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ

レ
ベ
ル
で
は
、
そ
れ
に
対
す
る
権

限
は
な
い
。

　

ド
イ
ツ
は
福
島
原
発
事
故
の

後
、
段
階
的
廃
止
を
10
年
間
で
行

い
、
２
０
２
１
年
ま
で
に
原
子
力

発
電
所
を
廃
止
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
移
管
す
る
と
決
め

た
。
ス
イ
ス
は
２
つ
の
原
子
力
発

電
所
を
計
画
し
て
い
た
が
、
今
回

の
原
発
事
故
を
受
け
新
規
建
設
の

中
止
を
決
め
た
。
イ
タ
リ
ア
は
、

国
民
投
票
で
原
子
力
発
電
所
の
再

導
入
を
断
念
し
、
新
し
い
原
子
炉

の
建
設
が
な
く
な
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
は
現
状
維
持
だ
が
、

原
子
力
規
制
機
関
Ａ
Ｓ
Ｎ
が
58
基

あ
る
原
子
力
発
電
所
の
大
幅
な
改

修
を
命
じ
て
い
る
。
英
国
は
規
制

当
局
が
38
あ
る
国
内
の
原
子
力
発

電
所
は
安
全
で
あ
る
と
評
価
し
、

８
カ
所
で
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
２
基
の
新

設
を
進
め
て
い
る
。
チ
ェ
コ
は
、

原
子
力
発
電
の
比
率
を
２
０
５
０

年
ま
で
に
現
在
の
30
％
か
ら
60
％

に
引
き
上
げ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
全
体
と
し
て
は
、
原
子
力

発
電
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
に

変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
原
子
力

安
全
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
規
制
権
限

を
拡
大
す
る
可
能
性
は
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

終
結
の
影
響
も
受
け
つ
つ
、
96
年

10
月
に
発
効
し
た
の
が
原
子
力
安

全
条
約
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
６

月
29
日
現
在
、
73
カ
国
と
１
国
際

機
関
に
つ
い
て
発
効
し
て
お
り
、

こ
れ
は
対
象
と
な
る
原
子
力
施
設

を
有
す
る
す
べ
て
の
国
が
加
盟
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

条
約
の
目
的
は
、
原
子
力
利
用

に
お
け
る
高
水
準
の
安
全
性
を
世

界
的
に
達
成
・
維
持
す
る
こ
と
で

あ
り
、
締
約
国
に
対
し
て
、
３
年

に
１
度
の
締
約
国
会
合
と
い
う
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
を
設
け
る
こ
と
で
、

高
度
な
原
子
力
安
全
を
達
成
す
べ

く
努
力
す
る
こ
と
を
法
的
に
約
束

さ
せ
て
い
る
。

　

２
０
１
２
年
８
月
に
は
、
福
島

原
発
事
故
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な

分
析
を
行
い
、
ま
た
各
国
に
お
け

る
対
応
を
検
討
す
る
た
め
、
特
別

会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
て
い
る
。福
島
原
発
事
故
以
降
、

原
子
力
へ
の
取
り
組
み
に
各
国
で

変
化
が
起
き
て
い
る
状
況
下
、
原

子
力
安
全
条
約
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。　

2011年度一橋大学政策フォーラム
福島原発事故への対応と
これからの原子力安全
〜日本と欧州の視点からみて〜

主催：一橋大学　http://www.hit-u.ac.jp/kenkyu/project/forum.html
お問い合わせ先：一橋大学政策フォーラム　TEL 042-580-8053 ※次回の一橋大学政策フォーラム開催は2月15日（水）を予定しております。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ

て
、
我
々
は
原
子
力
安
全
の
問
題

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

痛
感
し
た
。
原
発
へ
の
対
応
は
国

ご
と
に
異
な
る
が
、
原
発
を
無
く

し
て
も
安
全
問
題
の
終
結
に
は
な

ら
な
い
。

　

原
発
に
伴
う
３
つ
の
Ｓ
「
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
」「
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ

ｙ
」「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｇ
ｕ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
」

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
概
念
だ
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
百
パ
ー
セ
ン
ト

「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
」
の
問
題
だ
っ

た
と
思
う
が
、
福
島
原
発
事
故
は

「
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
」
の
問
題

で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。「
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
」
と
「
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｉ

ｔ
ｙ
」
の
問
題
は
併
せ
て
考
察
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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演
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「
原
子
力
安
全
強
化
を
め
ぐ
る
政
治

〜
制
度
的
制
約
を
こ
え
て
」

「
日
本
の
原
子
力
行
政
の
課
題

〜
法
律
家
の
見
地
か
ら
」

「
日
本
の
原
子
力
行
政
の
課
題

〜
技
術
者
の
見
地
か
ら
」

国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
新
し
い

原
子
力
安
全
規
制
に
関
す
る
組
織
及
び
制
度
の
改
革

「
原
子
力
安
全
を
世
界
規
模
で
ど
う

ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
す
る
か
？
〜
福
島
の
教
訓
」

「
原
子
力
安
全
条
約
に
つ
い
て
」

「
福
島
事
故
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
の
反
応
」
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弁
護
士
・

コ
ン
サ
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ク
リ
ス
チャン・

レェ
チ
ュ
ケ
氏

駐
日
Ｅ
Ｕ
大
使

ハ
ン
ス
・
ディ
ー
ト

マ
ー
ル
・
シュ
ヴ
ァ

イ
ス
グ
ー
ト
氏

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
・
一
橋
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程

久
住
涼
子
氏

主
権
国
家
の
管
轄
に一考
必
要

精
神
的
損
害
が
賠
償
対
象
に

過
酷
事
故
対
策
な
ど
の
改
革
を

原
子
力
安
全
庁（
仮
称
）を
設
置

知
識
を
共
有
し
安
全
基
準
構
築

求
め
ら
れ
る
透
明
性
と
説
明
責
任

規
制
権
限
拡
大
の
可
能
性
浮
上

世
界
的
安
全
確
保
に
大
き
な
力

　2011年度一橋大学政策フォーラム「福島原発事故への対応
とこれからの原子力安全〜日本と欧州の視点からみて〜」（主
催・EUSI 東京＝ EU Studies Institute in Tokyo、一橋大学
大学院法学研究科）が昨年12月22日開催された。当日は欧
州からもエキスパートを招き、福島原発事故への対応と新しい
原子力安全規制のあり方や原子力行政の課題などをテーマに講
演が行われた。本特集では講演概要を紹介する。　
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